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　　　　　　　　　　　　業績予想の修正に関するお知らせ

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 14年 11月 22日の決算発表時に公表した業績予想を下記のとおり修正します。

　　　　　　　　　　　　記

１．15年  3月期通期業績予想数値の修正（平成 14年 4月 1日 ～ 平成 15年 3月 31日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成 14年 11月 22日 発表）
7,300 60 40

今回修正予想(Ｂ) 7,300 10 130

増減額(Ｂ－Ａ) 0 △ 50 90

増減率 0.0 △ 83.3 225.0

前期（平成14年  3月期）実績 7,365 △ 133 △ 153

２．15年  3月期連結通期業績予想数値の修正（平成 14年 4月 1日 ～ 平成 15年 3月 31日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成 14年 11月 22日 発表）
7,500 80 50

今回修正予想(Ｂ) 7,500 30 140

増減額(Ｂ－Ａ) 0 △ 50 90

増減率 0.0 △ 62.5 180.0

前期（平成14年  3月期）実績 7,528 △ 141 △ 176

３．理　　由

　第３四半期の業績が確定し、土地信託で運営を委託している恵比寿ＮＲビル
(日本ルツボ本社ビル)の今期の収支予想が、昨日みずほアセット信託銀行から
提出されたため、最新時点の今期の収支予想を開示いたします。

　１１月の決算短信発表時点と売上は変わりませんが、経常利益と当期利益が変わって
います。経常利益の落ち込みはＮＲビルの建物と建物付属設備の構成の違いに起因する
減価償却費用の増加が約２０百万円、低利益率製品の販売増による利益率の違いによる
差等が約３０百万円です。
　当期利益の増加の最大の理由は、短信発表時点で計画していなかった土地の売却を
行ったことによるものです。
　累積赤字の解消を主目的に配当原資の確保のため遊休地の売却を行いました。
今期は累損を解消した上で復配を行う予定です。本業も低収益事業の縮小、新規
開発製品の積極拡販等で営業利益は８０百万円を確保する予定にしています。
　


